
１． はじめに
１．１． 研究の背景
戦後の日本における住宅に対する思想は, 時代ととも

に変化しながらも, 今日に至るまで多くの建築家や評論

家たちの思想が, 言説や作品を通して表現されてきた. 

それは時に国家という枠を越えて参照されることにより, 

互いに影響を与えつつ今日も発展を遂げている.  

建築家伊丹潤（1937-2011）は, 在日韓国人というア

イデンティティをもとに, 生まれ育った日本で獲得して

きた思想を根底としながらも, 韓国の文化に根付く思想

を吸収しながら, 独自の建築思想を確立してきた. 設計

活動を開始した 1960 年代後半には住宅に関連する書籍

を2冊出版し, 住宅のあり方について触れ, 1980年代に

は朝鮮の建築に関する書籍を4冊出版するなど, 朝鮮の

集落・民家に関して実際の踏査を踏まえた思想を綴った

（表1）. 一方, 自身の住宅設計の解説文などでは, 現

代の日本の住宅に関する思想に広く触れていることから, 

彼は住宅を, 時代や国・文化の枠に捉われず思考し続け, 

発展させることで, 現代の我々に提示してきたといえる. 

伊丹に関する既往研究は, 日本と韓国に存在している.

筆者らはこれまで入手可能な全言説を対象に, 彼の思想

を分析してきたが１〜4）, 彼の住宅に対する言説に着目し

て思想を分析する研究は日韓ともに未だなされていない. 

１．２． 研究の目的
 “建築, とりわけ住宅へのアプローチに対して, 私に

は李朝民家のたたずまいを欠くことができなくなってい

る. 5)”という言説が示している通り, 伊丹の現代の住

宅に関する思想が形成された原点には, 朝鮮の集落・民

家に関する思想が根付いていたとすることができる. 
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表 1 伊丹潤の住宅に関する書籍一覧 

著者 書籍タイトル 出版社 発行年 

庚龍伊 

(伊丹潤) 

小住宅建築のすべて 日東書院 1968 

伊丹潤 明日のインテリア 日本文芸社 1969 

伊丹潤 李朝の建築 求龍堂 1981 

伊丹潤 朝鮮の建築と文化 求龍堂 1983 

伊丹潤, 朱明徳 韓国の空間 求龍堂 1985 

伊丹潤, 西山武彦 韓国の建築と芸術 韓国の建築と芸

術刊行会 

1988 
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本研究は, 彼が住宅を捉えた»�, また住宅に4てい

た可能�を�らかにし, 現代の建築¨における住宅に関

する思想に�たなÁyを与えることを目ªとしている.  

１．8． 研究�#$�.研究
� 
本研究では, 現在入手可能な伊丹の全言説を分析対象

として, まず彼の住宅に関する思想が表れている言説を

�出した. それら言説を思考の対象としている時代に関

してn^したとこ<, ［朝鮮の集落・民家］, ［現代の

住宅］の2×目に分Øすることができた. さらにf×目

にgまれる言説に現れている思想を�出し分Øしたとこ

<, �自¡との関X�,�住まいの本質�,�形態と機

能�,�空間構成�の4×目に分Øすることができた.  

第 2章では, 彼の［朝鮮の集落・民家］に関する言説

について, ×目^の言説の引用とともに考察を行う.  

第 3章では, 彼の［現代の住宅］に関する言説につい

て, ［朝鮮の集落・民家］に関する思想を比較しながら, 

×目^の言説の引用とともに考察を行う.  

第 4章では, f×目の思想を取りまとめ, 国や時代を

越えた彼の住宅に関する思想について�らかにする.  

  
２． ���の:�)の( 4��;/'-3!" 
２．１．*��.の'�+ 
“韓民族の集落は単なる集合体ではなく天と地の基本

理念に準じ, 連結された合体であって, 自¡ªなるもの

に抵抗して構えない有機体であった.  	）” 

伊丹が朝鮮の集落を絶賛する最もnきな理由が,  

�自¡との関X�にあった. これは李朝時代に人々の精

神の根底に存在した, 自¡を崇拝する儒教の精神の影響

を, 彼自身が捉えたものでもある. 山々が集まりひとつ

の美しい風�をつくり出すように, 民家が寄り集まって

つくり出される朝鮮の集落の, 自¡の摂理に逆らうこと

なく, 自¡と共存するかのように存在する姿に感銘を受

けた彼は, 集落を“構えない有機体”として称賛する.  

“集落の個々の低い家屋の屋根の反りは, …個々に分

断されている家屋の屋根のゆるやかな曲線は, 周囲の山

水と調和され, …一層の美しさを添えている.
)” 

彼は, 朝鮮の集落がその»�の自¡環境と共存して4

える理由を, その“線”のうちに発見する. すなわち, 

山の稜線が連なる絶妙な曲線と, 民家の屋根の美しいそ

りが連なることで流れるように形成される曲線とが, 重

層する美しさ, 呼応する美しさを4ていたのである.  

“厳しくもある自¡の条件の中で, 小ぢんまりと建て

られ, …いかにも自¡を自¡らしくn事にしたかがうか

がい知れる. �）” 

彼は集落と同様に, それを構成する民家単体について

も�自¡との関X�を観察した. 決して穏やかではない

気候をもつ朝鮮の自¡条件の中で, 自¡に対抗すること

なく“小じんまりと”存在する民家のたたずまいに着目

し, その“自¡を自¡らしくn事にした”姿を称賛する.  

また, 民家はあくまで人工物であり, 人間が創意工夫

してつくり上げてきたものであるが, 彼にとってその創

出者は,“自¡”そのものであったことも読4取れる. 

また全ての形態が自¡の流れ, 意思に任されていたとす

る彼の思想には, 儒教の精神の存在を4ることができる. 

“（李朝の民家を眺める）私のÁ線は, まるで自¡の�

色を眺めるかのように, あちらこちらへと動いて定まら

ないのである. �）”  

“なだらかな稜線を»�とする屋根の並ぶ線に美しさ

を見たり, 小さな家そのものや, さらに家を構成する部

分にそれを見つける. ��）” 

彼のÁ線は, 朝鮮の民家の屋根を形成する部材ひとつ

ひとつから, 民家の“屋根”の曲線, それらが連なり生

まれる曲線, そしてそれらと呼応する»�の山の稜線ま

で, スケールを変え自由に移動する. 彼は, 部分の美, 

全体の美, 調和の美を同時に捉えることで［朝鮮の集

落・民家］の形態の美をより深く考察していた.  

“今日, 私たちは住まいという言葉に出会ったときに, 

ただちに, 宇宙や自¡とかに照応するとか, それらに向

けて開かれた窓として感得し得るであ<うか. 窓から見

えるものは, 小宇宙でもなく, 自¡の推移の光�でもな

い, 何者かが収納される合理ª, 道具空間なのである. 
��）” 

彼にとって人間は, “自¡”, そしてその全ての根源

にある“宇宙”とともに存在すべきものであった. その

ため, 唯一人間の生活の場と外¨をつなぐ “窓”とい

う存在は, “宇宙”や“自¡”に開かれるべきものであ

ったのである. 集落と同じく人間が集まり住まう共同体

でありながらも, 合理�や効率�が求められる今日の都

市において, 人間と外¨を結ぶ“窓”から見えるものを

彼は問うた. すなわち, 人間が“自¡”と今や接点を持

たない存在になっていることを危惧していたといえる.  

２．２．*�1,の�%+ 
“太陽の光のもとで 周囲の自¡と一体となっている集

落に, 住まうということ, つまり, 人間としての存在, 

そして生というものを感じる. ��）” 

前述の通り伊丹は, ひとつの風�の中で“太陽の光”
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や山といった“自¡”と一体のものとしてÃÇされる集

落の姿に美を感じていたが, さらにそのÁ点は人間単�

にまで向けられた. “住まうということ”, そして民家

における“人間としての存在”, さらにはその屋根にQ

られた “生”そのものを4たのである. 彼は［朝鮮の

集落・民家］の踏査をしながら, 人間の“生”の本質と

自¡との根源ªなつながりについて思考していた.  

“住まう形には, 民族の�6や, つくりあげた文化と

深く関わっているはずである. ��) ” 

“人間の@�としての�らしや¤会の原Cが民家に表

現され, その単²なそして³�な形としての民家の構え

や姿のなかに美しさというものを見つめていたい. �4)”  

彼は, 朝鮮の民家に反~されているものには, “自¡”

だけでなく, 人間の»�や根底にある“�6”, “文

化”, “�らし”, そして “¤会”があることをc調

する. そしてそのような民家の姿を“³�”と表現し, 

その中に美しさを発見した. すなわち, 生活空間を考え

る上では, そこへ住まう人間の根底に流れるものを考m

するf¾があり, そうして創出される人間の存在の反~

がなされた生活空間こそが美しいということであ<う.  

２．8．*	
.��+ 
“李朝の建築では, 空間の開zとØ×は有機ªな線上

にあり, ひとつの意;で連結されている. �5)” 

 伊丹は李朝の建築空間を, “開zとØ×”が同時に連

続して発生する空間としてÃÇしていた. これは�形態

と機能�についてであり, つまり形態としては“Ø×”, 

機能としては“開z”された空間ということである.  

“民家は, Vい*に対応して…外部をÑ断する構Ïで

ある. しかし, 自¡とともにあ<うとする工夫がfoに

なされている. �	）” 

厳しい自¡から人間の生活をQるためにつくられる朝

鮮の民家の形態は, 一見すれ�“外部をÑ断する構Ï”

を持つ, すなわち“Ø×”されている. しかし機能の#

Üからすると“自¡とともにあ<うとする工夫”がなさ

れている, すなわち“開z”されているとも捉えられる.  

“一見外部をÑ断するかのような外Hの作り方も, …

実際には自¡と人の�らしがあるがままに一体となって

いる. �
）”  

朝鮮の民家の外Hに目を向けると, Hを建てるという

意;では一見すると自¡から“Ø×”された形態であっ

ても, その形態の根底には, 自¡と共存しようという, 

自¡に“開z”された人間の精神が観察できるとした.  

この�念は�Âの通り“�«”の
ステ�にも4られ, 

さらにそれは, 空間の形態を“最小Ú”なものにする.  

“今では, スチー�などにとってかわられた�«では

あるが, �nを効率よくするために, 部屋は小さく, 窓

も小さい. しかし, 最小Úの生活のためのス�ースは, 

機能化され, その機能から発生する美が感じられる. ��)”  

日`ªに 用する部屋に$わっている�n
ステ�と

しての“�«”は, 部屋全体に�かさをもたらすととも

に, aに¡にyす生活文化を形成してきたとする. さら

にyす文化は, 部屋の形態を小さくするとともに, 人々

にとっての“最小Ú”の生活を可能にしたことを述べて

いる. 彼はそのような“最小Ú”の生活のための空間に, 

“機能”から発生する“美”を見ていたのである.  

“李朝の民家には, …d¡人の何らかのq¼が-えら

れている. しかしそれはq^をこらしたものではない. 

f¾最低Úの手が-えられているだけである. ³�な表

現しかそれは持たない. ��)” 

“（民家の）最小Úの生活のための場は, 機能と合理に

eしているといえる. ��)” 

彼は朝鮮の民家の�形態と機能�から得た¾³を, 

“最小Ú”や“最低Ú”という単Äに集°する. 彼にと

って民家は, 自¡に“最低Ú”の手の-えて作り上げら

れた生活の場であり, また“最小Ú”の生活をÌるため

の場oであった. またそれは“最小Ú”の広さであり, 

½ßやÏ形はなく³�に自¡に寄り添っていたといえる.  

２．9．*�&��+ 
“人間の)と外の�らしは一体のものであり, �言す

れ�, （民家の）建物の外形は, )と外を有機ªに結合

した表現といえるだ<う.��）” 

伊丹は, 人間の“�らし”そのものが)外で連続する

ものであることをc調した上で, “�らし”の環境とな

る朝鮮の民家の�空間構成�を, “)と外を有機ªに結

合”したものであると表現した. そして具体ªな空間と

して, �Âの通り民家における“�の間”をvげる.  

“Õ屋（1n）とn（�«T）に-えて, nとnの間

に�の間が-わる. …人が集まったりIの�さをしのぐ

ために用いられる. …)部と外部の�方がここで一体と

して われるようになっている. ��)”  

“�«”の
ステ�を持つ部屋が�つ並ぶ時, その間

に“�の間”が設けられる. そこには屋根はあるがHは

部分ªに取りpわれ, )部にいながらにして外部と·が

ることのできる中間ÝDである. )外で連続する�らし

にそのまま寄り添った, 用ÎのÀ定されない空間である.  

さらに彼は, 朝鮮の民家の“塀”にも着目する.  
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“囲いとしての塀は, 家を囲んでいながら, )と外を

:分する一方, 目の空間といえるÁ線をさえ�って^の

空間を4せる. …自¡と�け合おうとする思想のÜで4

るとき, …外部の風�を見uすTをもつ. ��）” 

本j“塀”は)部と外部をÑる機能をkたすが, 彼は

朝鮮の民家の“塀”を, �し<外部の風�を見uさせる

ものであるとした. すなわち“塀”があることにより, 

)#にいる人は, Á�ªにすぐ¦の風�はÑられるもの

の, 知�ªには“塀”の手前のOと�くに広がるn自¡

をひとつながりのものとして感じ, ^'¨を想3できる

のである. これはÁ�ªな“Ø×”と知�ªな“開z”

という意;において, �形態と機能�で述べた“開zと

Ø×”と重なる�念である.物理ªにも精神ªにも自¡

とともに育まれた朝鮮の民家x有の感�であ<う. 

さらに彼は, 朝鮮の民家における“�Q”にs目する. 

“韓国には, =くから, zの空間として, p屋に対し

て, �Qというものがある. これは, 書b, 応I, とき

おり 用されるJT, つまり, zの1¨, ,事, +わり, 

��の空間である. �4）” 

 p屋とは^につくられ, 用Îは&確定であり, その場

Üに応じてさま�まに用いられるこの空間との出会いは, 

後述の通り, 彼の設計においてnきなS8をkたす.  

�

8． ���の:��の��;/'-3!"  
8．１．*��.の'�+ 
“ありとあらゆる住宅は, なん�かの意;で自¡と対

立しているか, �合して建築されています.  �5)” 

伊丹は 1969 年の6gのo¥から, ［現代の住宅］に

おける�自¡との関X�を思考していた.  

“でき得るÚり, 自¡の中に, とけこ4, 形も, 自¡

にさからわない単²なものにした. �	）” 

“»後の山がfずÁ¡に入るとともに, 自¡の中に入

り�んだ構A. （64-1�” 

��*qの家（1973）
,�Rd¢�・ア�$�

（1986）
では, 形態としての自¡の調和が目[された.  

“この2c地を逆に生かし, 重層させながら連続する

建築をと考えた. �
）” 

 ���	� ����
（2010）
は��ルに設計された集合住

宅であるが, cÜ地の周�環境に“重層”させることが

意Çされた. “重層”とはまさに［朝鮮の集落・民家］

の�自¡との関X�において触れられた考え方である.  

“生の空間とは, 生の空をひたすらに問いかけ獲ちと

れる空間である. 窓が窓化し, Á線がÁ線化したとき, 

V�きの空間となり得る. ��）”  

現代において都市の住宅を考える際にも彼は, ［朝鮮

の集落・民家］で4たように外部と)部とをつなぐ“窓”

にs目する. 観念の上ではあるが, 自¡と人間が·がる

べきであるとし, そのとき窓は“窓化”すると表現する.  

8．２．*�1,の�%+ 

“どの国でも同じであるのだが, 建築の発生は住Lの

生成からである. ��）” 

伊丹は建築の発生自体が, 人間が生活を@�ための

“住L”の生成によるものであるとする. ［現代の住宅］

においても�住まいの本質�に思想の重点を�いていた.  

“住まいの本質は, )部にあり, あらゆるものは時間

をf¾とし, そういう物のなかに生>は住4なし, 住4

つこうとする. ��)” 

住宅設計から設計活動を開始した彼の建築思想は, 

�住まいの本質�に関わる思想から建築全体に関わる思

想へとZnする. 彼にとっての�住まいの本質�とは

［朝鮮の集落・民家］の思想で確Ãした通り, 人間の存

在の反~であった. しかし［朝鮮の集落・民家］におけ

るそれは, 何}年もの時間をかけて実現された. したが

って, �住まいの本質�はH成して;yに現れるもので

はなく“時間”の��とともに発^されるものであると

し, その思想を住宅の設計に活かそうとしたのである.  

“住4なすなかで, 生活の�6の言葉が書き綴られて

いくであ<うし, 住4なすための/|, /|であるがゆ

えに, 機能することによって, )gせ�, 実のあるもの

に出合う気がする. ��）” 

自�である�/|の家�（1981）
ではそのような空

間を“/|”と表現し, 未知の可能�を持つ空間とした.  

“現代の中に.�を4現するf¾はまったくない. し

かし, …住める家をつくるか�り, 住�人のTや�らし

�まをwÁすることはできない. 単に合理ªな発想だけ

では家はつくれない. ��）” 

“建築文化においても, {一化と個人の個�の上に展

開しはじめている…しかし, 住宅建築に関しては, 住ま

いということをXきにしては何もはじまらないと思う. 

そこには, それ�れの地方�と人々の�らし�まがある. 
��)” 

彼は［朝鮮の集落・民家］の踏査・観察を原点として, 

［現代の住宅］を考えようとしたが, その際, “現代の

中に.�を4現するf¾はまったくない”とした上で, 

［朝鮮の集落・民家］に4られる¾³を�出することで

［現代の住宅］を捉え¡そうとした. その¾³とは, そ
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の地の自¡や文化や風Cといった“地D�”と, そこに

住まう“人々の�らし�ま”である. 人間の70�のた

めに外部からH全にÑ断するという考え方ではなく, ま

た単に合理ªな発想の4によって生まれるようなもので

はなく, まずはその地Dというものを捉え, そしてそこ

に集まり住まう人の文化や�らしを中Tに\えたものを

住宅とするべきだとした. 多様な建築作品が現れる中で, 

住宅建築だけは, その本jの用Îである“住まい”とい

うこととその意�をUれてはならないことを(Rする.  

8．8．*	
.��+ 
“生活環境と生活意Çは, まずMÜで計{され, 立体

空間で表現されます. その中に機能ª条件がgまれます.  
�5)” 

6gに伊丹は住宅の設計プロ�スについて, 形態に対

して“機能ª条件”が考mされるとした. 具体ªには, 

デ #ー作とされる�t水の家（1971）
はÏ形ªな形

態であり,後から機能が入れ�まれたものである.  

“形yは機能とはその境¨を�断し得ないし, 形yは

なんらかの機能を持ち機能はなんらかの形yを持つ. �	)” 

“自¡をでき得るだけ_なわないこと, …hÏで単²

な構Ï, 自¡に対するさからわない美Gにeした. …I

の空気のためには, 通風のよい, nきめな開<部が用意

され, *のためには, ���を通した�nと!�イア・

プ%ースが, この厳しい*に�えさせる. �4)” 

��*qの家（1973）
では, 形態を“自¡”と調和

させた一方で, 外部の気候に対応できるような設$を設

けていることをc調する. ［朝鮮の集落・民家］におけ

る“開zとØ×”の思想との共通点が4られる.  

この言説からは, “形y”と“機能”の~互の深い結

�つきを重¾Áする方向へ, 態Nの変化が4て取れる. 

Ï形(�ªな考え方から, “機能”による美というもの

にも目が向けられるようになったといえる.  

“この住宅での行�と意Çには, Ï形(�に¤ること

なく, また, 確かなるÏ形とか, 実体はなく, �し<意

Çの中�化を�4たといっていい. 住4手と生活を�$

�$に�ったと言える中�ª作品である. �
)”  

“自¡そのものを最小Úの手を-えながらOの一部と

し,見\えていこうとする構えが, この建物にある. ��）” 

�開かれた窓の家（1973）
, �Rd¢�・ア�$�

（1986）
では, 自らのÏ形意Çを反~させるのではな

く, “意Çの中�化”, すなわち最小Úにデ�インする

の4という態Nがとられた. これは［朝鮮の集落・民家］

の�形態と機能�で4た“最小Ú”の�念と重なる.  

8．9．*�&��+ 
“このi色の立体をiの塀で94�4, 都市住Lへの,

ある効kつまり/|をv出しようとした. ��）” 

�i色の家（1980）
で伊丹は, 一部建物を囲う“塀”

を計{し, 建物と“塀”の間の“/|”と表現する. 

�/|の家�（1981）
においても“塀”が用いられ, 

その)#においてp家と§れたとこ<に自らの作l場を

計{する. ここでは朝鮮の民家の“塀”のS8であった

“^の空間を4せる”という思想が想�される.  

さらに彼は［朝鮮の集落・民家］の�空間構成�に見

られた, 用ÎをÚ定せず可能�をnした空間を設けると

いう�念を現代に4解 し, 自らの設計に取り入れる.  

“�とは, Tのことであり, 意;空間のことである. 

Qとは, 意;空間というよりも意;へÌりとどける, Ì

りとどけの空間である. 私は, ここで, �とQの一体化

を�4た. 私のいう�Q構Ïである. 4�)”  

 彼は“�Q”という単Äを解体し, “�”を一つの行

�のための“意;空間”, “Q”をそこへの“Ìりとど

けの空間”を表すものとして捉えなおした. “�”と

“Q”を一体化することにより, “mく”行�から^の

行�へと“Ìりとどける”ための一つの空間, 言い]え

れ�, f行�の持つ“意;”を“開く”可能�を持つ

“�Q構Ï”を, 住宅作品において実現する.  

“この�しく£�形の 1,2 ¥のTは, �とQとの意;

と方�とを合わせもつ. 4�）”�

“MÜ構成は…@QªMÜを実©し, Q;Tとして4

た. 4�）” 

“一5の間,5りHはなく, 低めなキ"ス�ー付きの

収納家具は, 低く動く間,5りのHといえる. あまりÚ

定された空間にはせず, Úりなく�象ªな空間を目[し

て4た. 4�)”  

 �Eの家（197�）
,�i色の家（1980）
, �EのP

（1998）
において, この“�Q構Ï”が用いられた. 

彼は, 可動間,5りを用いることによりf¾に応じて用

Îの変fが可能となるような“�象ªな空間”を目[し

たが, この`作の根底には, 彼自身の朝鮮の民家におけ

る�空間構成�での体©があったといえる.  

 
�．1.2 
� 本�では, 伊丹潤の［朝鮮の集落・民家］に関する思

想と［現代の住宅］に関する思想について, ×目^に考

察を-えることで, それら思想の関Xを4てきた.  

�自¡との関X�では, ［朝鮮の集落・民家］におい
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同潤会普通住宅の住宅型式に関する研究

A Study on Housing Types of the Wooden Tenement Housing for Rent by Dojun-kwai Foundation

○伊達　一穂 *1，大月　敏雄 *2, 志岐　祐一 *3, 堀内　啓佑 *4

DATE Kazuho, OTSUKI Toshio, SHIKI Yuichi, HORIUCHI  Keisuke

The Dojun-kwai Foundation was established to construct housing estates for victims of
the Great Kanto Earthquake in 1923. Dojun-kwai constructed these housing estates 
quickly and in large numbers using the "type planning" method, in which multiple 
"housing types" are planned in advance and arranged according to the site's shape. 
This paper focuses on the "type planning" of the wooden tenement housing for rent by 
Dojun-kwai foundation, and clarifies all these "housing types" that were planned at the 
beginning of their project and the actual construction status of each housing type in all 
housing estates.
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1. はじめに

1-1. 研究の背景と目的

同潤会は、1923（大正 12）年 9 月に発生した関東大

震災の罹災者への安定した住宅供給を主な目的として、

全国から寄せられた義援金の一部を基に設立された財団

法人である。

　同潤会は、1924（大正 13）年 6 月 28 日の評議員会に

おいて、1924 年度、1925（大正 14）年度における住宅

建設計画を、RC 造のアパートメント・ハウス 1000 戸、

木造長屋の普通住宅 7000 戸と決定し、その事業を開始

した 1)。1924 年度の後半には木造長屋の仮住宅 2158 戸

を建設したが、これらの仮住宅はあくまでもバラック住

宅に居住する罹災者のための応急の措置であり、その後

復興が進む中で順次撤去された 2)。そして、1924 年 10

月から 1925 年にかけて普通住宅による住宅団地建設が

始まり、東京、横浜の郊外を対象に、合計 3493 戸の木

造長屋を建設した 3)。当初の建設予定戸数からは大幅に

削減されたが、これは 1925 年度の時点で東京市内の復

興が十分に進み、交通費を用する郊外の普通住宅に対す

る需要が減少したことを受けての措置であった 4)。そし

て事業の中心は、1926（大正 15）年度に遅れて始まった、

東京市内を対象とするアパートメント・ハウス事業へシ

フトした。その後は、住宅の量的充足から質的改善に事

業の重心が移され、1928（昭和 3）年には、仮住宅や普

通住宅と比べ質的水準の高い木造戸建の分譲住宅事業を

開始した。

 これらの同潤会による住宅供給では、あらかじめ複数

の「住宅型式」を計画しておき、それを現場の敷地形状

等に応じて調整していくという、「型計画」の手法によっ

て、大量の住宅供給を実現した。特に、被災地の復興が

ある程度進んだ後に実施されたアパートメント・ハウス

事業や分譲住宅事業では、様々な居住者に対応できる多

様な住宅型式が計画され、一定の評価がなされている5)。 　　

　一方で、これらの原点として位置づけられる普通住宅

事業の「型計画」については、これまでほとんど注目さ

れてこなかった 6)。普通住宅に関する代表的な研究とし

て周�の自¡の調和の美を4たように, ［現代の住宅］

においてもa地における自¡環境との連続が意Çされた. 

さらに, ［朝鮮の集落・民家］における人間と自¡との

接点となる“窓”への着目は, ［現代の住宅］において

はその接点の?Fという危惧とともに4��り�された.  

�住まいの本質�では, ［朝鮮の集落・民家］におけ

る人間の存在の反~という本質が［現代の住宅］でも生

かされた. ［朝鮮の集落・民家］から人間の“生”, 人

間の根底に流れる“�6”や“文化”や“¤会”を住宅

に反~させるべきであることをGんだ彼は, ［現代の住

宅］において, そのような人間の存在が反~されるため

に¾する時間というものを意Çし, “/|”という表現

を�Yした. 設計o¥において“地D�”と“人々の�

らし�ま”の考mが重Áされることにより, 住宅建築は

あくまで“住まい”であることが意Çされ続けた.  

�形態と機能�では, ［朝鮮の集落・民家］において

“開zとØ×”が連続ªに発生していること, “最低Ú”

の`作による“最小Ú”の生活の場を創出していること

をKき出した. ［現代の住宅］においても自らの設計に

おいて“開zとØ×”, “最小Ú”の�念が表れる.  

�空間構成�では, ［朝鮮の集落・民家］において

“�の間”の半外部空間, Á�ªにØ×されつつ知�ª

に自¡に開zされる“塀”, “�Q”における�念を�

得した. ［現代の住宅］においては, 自らの作品に“塀”

を�4, 生まれた空間を“/|”と呼んだ. さらに�Q

空間を現代に応用した“�Q構Ï”により, 用ÎをÀ定

することなく�たな可能�を開く空間が設計された.  

 -上のように, 彼は�自¡との関X�, �住まいの本

質�, �形態と機能�, �空間構成�について, ［朝鮮

の集落・民家］の踏査を通じて��に観察を行い, 独自

の観点からその¾³を吸収することで, ［現代の住宅］

を考え, 自らの設計に生かそうとしたといえる.  

“行き着こうとしている�代化のrのなかで私はある

)感をもちながら, 韓国の集落の美しさを見る. 自¡, 

風C, 人間の�らしとそして住まうということを.�44）” 

 彼は, 現代の建築において?Fされつつあるものを, 

時代や国, 文化や風Cをも�越したÁ点によって取りW

すことを思考した. このような彼の思想は, B有�とe

��の�者がf¾とされる現代の建築のあり方を�究す

る上で, nいに参照すべきものであるといえるであ<う.  
 
��	� 
 
1) �¸�², �_Yd, jtTÚ伊丹潤の¾À6),>李朝6Ïす

>建築��, 日本建築m会¿¤°Á文Ñ, ����8�, ����6�, 
���1�85�1�95, 
�19 


) �¸�², �_Yd, jtTÚ伊丹潤の¾À6),>%韓&6Ï
す>建築��, 日本建築m会¿¤°Á文Ñ, ����85, �����8, 
���
�95�
8�5, 
�
� 

3) �¸�², �_Yd, jtTÚ伊丹潤の¾À6),>%£V日本&
の!³ ", !U間の¯ª", !Èv"6Ïす>建築��, 日本
建築m会¿¤°Á文Ñ, ����86, ����86, ���
189�

��, 
�
1 

�) �¸�², �_Yd, jtTÚ伊丹潤の¾À6),>%£V日本&
の!建築"6Ïす>建築��, 日本建築m会¿¤°Á文Ñ, 
����8�, ����99, ��� 1����1�85, 
�

 

5) 伊丹潤Ú李朝�oの¢�, 朝鮮の建築と文化, 求龍堂, ���16��
1�6, 1983 

6) 伊丹潤Úg6w>¨*5<の, 李朝の建築, 伊丹潤, 求龍堂, 
���

�
3, 1981 

�) 伊丹潤Úg6w>¨*5<の, 李朝の建築, 伊丹潤, 求龍堂, 
���

�
3, 1981 

8) 伊丹潤Ú¦と\の/83, 韓国の空間, 求龍堂,(KQG5-) , 
1985 

9) 伊丹潤Ú李朝�oの¢�, 朝鮮の建築と文化, 求龍堂, ��16��1�6, 
1983 

1�) 伊丹潤Ú李朝�oの¢�, 朝鮮の建築と文化, 求龍堂, ���16��
1�6, 1983 

11) 伊丹潤ÚÑ·の'>Ó�, 朝鮮の建築と文化, 求龍堂, ���13��
1��, 1983 

1
) 伊丹潤ÚÑ·の'>Ó�, 朝鮮の建築と文化, 求龍堂, ���13��
1��, 1983 

13) 伊丹潤Ú韓の�bと文化9の¼�, 朝鮮の建築と文化, 求龍堂, 
��1�3, 1983 

1�) 伊丹潤Ú李朝�oの¢�, 朝鮮の建築と文化, 求龍堂, ���16��
1�6, 1983 

15) 伊丹潤ÚÌÊとÍ�, 李朝の建築, 伊丹潤, 求龍堂, ���1��1�, 
1981 

16) 伊丹潤Ú李朝�oの¢�, 朝鮮の建築と文化, 求龍堂, ���16��
1�6, 1983 

1�) 伊丹潤Ú李朝�oの¢�, 朝鮮の建築と文化, 求龍堂, ���16��
1�6, 1983 

18) 伊丹潤Ú李朝の�o, 朝鮮の建築と文化, 求龍堂, ���158�161, 
1983 

19) 伊丹潤Ú李朝�oの¢�, 朝鮮の建築と文化, 求龍堂, ���16��
1�6, 1983 


�) 伊丹潤Ú¦と\の/83, 韓国の空間, 求龍堂,(KQG5-) , 
1985 


1) 伊丹潤Ú李朝�oの¢�, 朝鮮の建築と文化, 求龍堂, ���16��
1�6, 1983 



) 伊丹潤Ú�oの}61(て, 朝鮮の建築と文化, 求龍堂, ���16
�
165, 1983 


3) 伊丹潤Ú��3±�5�oのi, l刊Éµ, , 文化]¡q, 
���6��68, 198� 


�) 伊丹潤Ú×#kのo$の½À文Ø, �建築 19�5 x 
 �c, �建築
社, ���19�, 19�5 


5) 伊丹潤Ú=(住宅A建て>0;6,小住宅建築のすべて, 日東書
院, ���18�19, 1969 


6) 伊丹潤Ú×#ÅS�のo$の½À文Ø, GLJンPインテリア 19�3
x ��c, �{会社GLJンPインテリア, (KQG5-) , 19�3 


�) 伊丹潤Ú×#���� �����$の½À文Ø, 19�1�
�11 伊丹潤のÄÃ, 
�{会社FNE, ��395, 
�11 


8) 伊丹潤Ú×#Í*?0­のo$の½À文Ø, �建築 19�3x 3�c, 
�建築社, ���
�3�
�8, 19�3 


9) 伊丹潤Ú住rのa�, 李朝の建築, 伊丹潤, 求龍堂, ��

, 1981 
3�) 伊丹潤Ú@+³Çと/のeÆ, Èv住宅 1981x 9�c, Õu]¡

会, ��8, 1981 
31) 伊丹潤Ú×#[¥のo $の½À文, Èv住宅 1981x 9�c, Õu

]¡会, ���1��15, 1981 
3
) 伊丹潤Ú李朝�oの¢�, 朝鮮の建築と文化, 求龍堂, ���16��

1�6, 1983 
33) 伊丹潤Ú李朝�oの¢�, 朝鮮の建築と文化, 求龍堂, ���16��

1�6, 1983 
3�) 伊丹潤Ú×#ÅS�のo$の½À文, Èv住宅 1981x 9�c, Õu

]¡会, ����, 1981 
35) 伊丹潤Ú=(住宅A建て>0;6,小住宅建築のすべて, 日東書

院, ���18�19, 1969 
36) 伊丹潤Ú@+³Çと/のeÆ, Èv住宅 1981x 9�c, Õu]¡

会, ��8, 1981 
3�) 伊丹潤Ú×#Í*?0­のo$の½À文Ø, 住宅建築 19�6 x 9 �

c, 建築Â�§«社, ���66�6�, 19�6 
38) 伊丹潤Ú×#|�ËÇPアIリD$の½À文Ø, ���198�x1��c,

�建築社, ����3��8, 198� 
39) 伊丹潤Ú×#朱´のo$の½À文Ø, Èv住宅 1981x 9�c, Õu

]¡会, ��8
, 1981 
��) 伊丹潤Ú×#kのo$の½À文Ø, �建築 19�5 x 
 �c, �建築

社, ��19�, 19�5 
�1) 伊丹潤Ú×#kのo$の½À文Ø, �建築 19�5 x 
 �c, �建築

社, ��19�, 19�5 
�
) 伊丹潤Ú×#朱´のo$の½À文Ø, �建築 198� xÙ�c� �建

築社, ���


�

�, 198� 
�3) 伊丹潤ÚÑ·の'>Ó�, 朝鮮の建築と文化, 求龍堂, ���13��

1��, 1983 

住宅系研究報告会論文集 17　日本建築学会　2022.12

－ 270 －

◀目次


